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秋
季
大
祭
（
回
島
放
峯
）
斎
行

一
九
月
二
十
九
日
に
台
風
二
十
一
号
が
ー
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

：
几
州
南
部
を
横
断
し
、
こ
の
影
密
に
よ
~
終
了
後
、
先
頭
の
大
島
小
学
校
鼓
笛

—
る
海
上
神
幸
「
み
あ
れ
祭
」
の
斎
行
]
隊
に
よ
る
『
聖
者
の
行
進
』
の
派
奏

こ
か
懸
念
さ
れ
た
が
、
絶
好
の
日
和
に
恵
~
に
併
せ
、
沖
・
中
両
宮
の
御
神
璽
を
奉

：
ま
れ
秋
季
大
祭
（
田
島
放
生
会
）
が
~
安
し
た
神
輿
が
大
島
港
ま
で
御
神
幸
。

]
斎
行
さ
れ
た
。
~
到
着
し
た
港
の
内
外
に
は
、
『
波
切

｛
今
年
は
平
成
十
一
年
以
来
の
週
末
｛
り
御
幣
』
『
紅
白
の
吹
流
し
』
『

ー
（
金
•
土
・
日
）
と
な
り
、
天
候
も
：
大
漁
旗
』
等
で
満
艦
飾
し
た
、
宗
像

二
一
日
に
公
り
と
な
っ
た
程
度
で
、
一
・
一
七
浦
の
漁
船
約
四

0
0
隻
が
待
機
。

二
二
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
と
な
り
、
ー
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
が
御
座
船
に
奉

｝
連
日
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。
安
さ
れ
る
と
、
午
前
九
時
三
0
分
合
図

｛
特
に
一
・
ニ
日
（
金
•
土
曜
日
）
の
―
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
全
船
出
港
。

一
夜
、
ニ
・
三
日
（
土
・
日
曜
日
）
の
ー
ニ
隻
の
先
導
船
を
先
頭
に
、
二
隻
の
御

]
い
[
[
O
t
f
i
t
"
[
[
‘
[

二
二
日
問
で
約
二
十
一
万
人
の
参
拝
者
が
~

]
訪
れ
た
。

:
I月
一
B

団
＿船
＿
海L
神
幸
「
み
あ
れ
祭
」
~

大
＿の
一
昨
日
ま
で
あ
っ
た
波
の
う
ね
り
も
収
~

隻
一0

0
王
り
、
眩
し
い
ほ
ど
の
朝
日
の
快
晴
。
｛

4
-

紅
元
前
八
時
三
0
分
中
津
宮
（
大
島
）
で
、
｛

灘
：
大
島
・
鐘
崎
の
神
輿
奉
仕
者
や
、
漁
業
｛

を
一玄

~
関
係
者
、
多
く
の
参
拝
者
が
参
列
し
、
一

界
―

宗

I I 月祭事暦

L 
沖津宮・中津宮二隻の御座船

つぎなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(|日）

午前 11 時～・
総社祭
浦安舞奉奏(I 日）
七五三祭斎行

※総社祭に併せて七五三祭斎行

※ 15 日は、午前 10時総社祭。
終了後引き続き商宮、第二宮

第三宮祭。護国神社拝礼

※ 15 日は、既栄舞の奉奏は

行いません。

03日
午前 1 1 時～
明治祭

023日
午前 1 1 時～
新嘗祭

菊
は
奈
良
時
代
に
中
国
よ
り
我
国
に
伝

え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

菊
は
漢
名
で
、
キ
ク
は
そ
の
音
読
み
。

和
名
で
は
加
蜀
良
手
嘉
鸞
尼

客
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
在
世
界
で
は
一
万
種
以
上
の
菊
が

あ
り
、
季
節
に
よ
っ
て
、
夏
菊
・
秋
菊

と
寒
菊
に
分
け
て
い
る
。
当
初
は
宮
中

を
初
め
と
す
る
一
部
の
階
級
層
の
間
で

鑑
裳
用
の
花
と
共
に
薬
用
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
の
後
鳥
羽
上

皇
は
大
の
菊
好
き
で
、
衣
服
や
様
々
な

調
度
品
に
菊
の
文
様
を
あ
し
ら
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
次
第
に
菊
紋
は
天
皇
家

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
明
治
元
年
に
は
菊
花
が
改
め
て
皇
室

の
紋
章
に
定
め
ら
れ
た
。
菊
紋
は
、
感
i

視
庁
の
徽
章
、
国
会
議
員
が
胸
に
つ
け

て
い
る
議
員
バ
ッ
ジ
、
日
本
国
パ
ス
ポ

ー
ト
の
表
紙
の
図
案
に
も
使
用
さ
れ
国

家
を
象
徴
す
る
花
で
あ
る
。
ま
た
毎
年

秋
、
京
都
で
行
わ
れ
る
競
馬
は
「
菊
花

竺
、
皇
室
と
由
縁
の
あ
る
社
寺
の
提

灯
に
も
菊
紋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
国
花
は
桜
と
認
識
さ
れ
て
は

い
る
が
、
皇
室
の
御
紋
章
は
菊
で
あ
る
以

上
、
菊
も
我
国
を
代
表
す
る
花
と
言
え
る
。

い
わ
ば
、
国
花
は
『
桜
』
と
『
菊
』
の
二

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
当
大
社
で
開
催
中
の

菊
花
展
の
見
方
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
。

(
T
.
S
)
神具・装束

令井 六
肉

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六粂北入
電話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http:/ /www.munakata-taisha.or.jp/ 
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彎------------------------------------------------------

前
無
事
に
辺
津
宮
本
殿
に
入
御
さ
れ
た
。

陸
上
神
幸
奉
仕
車

■
御
座
車

（
株
）
新
出
光

西
久
大
連
輸
倉
庫
（
株
）

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

福
栄
タ
ク
シ
ー
（
株
）

<

■
先
導
車

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

【
国
民
宿
舎
び
び
き

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

入御される三宮の御神璽

~
宗
像
市
消
防
団
第
八
分
団

｛■
供
奉
車

一
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

一
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

【
魚
屋
】

【
玄
海
旅
館
】

—— 

【
み
な
と
荘
】

【
神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
】
一

~
【
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
】
ニ

二

-
0
-
B祭
（
入
御
祭
）

す
さ
ち
は
·
ぅ
ふ
ぅ
｛
て
く
上

-
『
主
基
地
方
風
俗
舞
』

一
辺
津
宮
に
入
御
さ
れ
て
直
ち
に
一
日
祭
一

ー
を
斎
行
。
保
存
会
々
員
の
奉
仕
で
主
埜
地
一
「
主
碁
地
方
」
と
は
、
こ
の
大
嘗
祭
に
際

一
方
風
俗
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。
ー
し
奉
献
す
る
新
穀
を
つ
く
る
た
め
の
斎
田

一
正
式
に
は
「
大
嘗
祭
主
埜
地
方
風
俗
舞
」
ー
が
、
京
都
を
中
心
に
東
方
「
悠
紀
地
方
」
、

ー
と
呼
ぶ
。
「
大
嘗
祭
」
と
は
歴
代
天
皇
が
一
西
方
「
主
碁
地
方
」
か
ら
選
定
さ
れ
た
。

一
御
即
位
さ
れ
る
一
世
一
代
の
最
大
祭
儀
。
一
昭
和
天
皇
御
即
位
の
昭
和
三
年
、
福
岡
県

一
昂
益
悩
眉
（
現11福
岡
市
早
良
区
脇
山
）

ー
が
主
碁
斎
田
と
さ
れ
た
。
そ
の
時
た
っ
た
一

一
度
だ
け
舞
わ
れ
た
の
が
、
こ
の
主
埜
地
方
風

）
＿
俗
舞
で
あ
る
。
し
か
も
門
外
不
出
を
原
則
と

て
＿こ

ー
し
、
大
嘗
祭
が
終
っ
た
後
は
一
度
た
り
と
も

即
一

拝
ー
奏
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

宮
—
津
一
ぅ
ぶ
す
な

中
＿
し
か
し
脇
山
村
の
産
土
神
が
「
横
山
神

、
’
し
、璽

一
社
」
と
い
う
当
大
社
の
分
祭
祀
社
で
あ
っ

神
―頃

ー
た
関
係
上
、
こ
の
記
念
す
べ
き
神
楽
舞
を

輿
一神
＿
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
特
別
の
思
し
召
し

の
一
を
以
っ
て
宮
内
省
よ
り
、
当
大
社
に
御
下

御
一

前
一祭

一
賜
い
た
だ
い
た
。

れ
—紅

ー
ち
な
み
に
今
上
天
皇
の
大
嘗
祭
で
は
大

みあれ祭後、頓宮へ向かう三宮の神輿
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分
県
が
主
埜
地
方
に
選
定
さ
れ
、
や
は
り

主
埜
地
方
風
俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
た
が
、
全

国
で
唯
一
伝
承
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
当

大
社
の
み
で
あ
る
。

主
埜
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者
（
敬
称
略
）

〈
舞
方
〉
〈
歌
方
〉

吉
武
倫
彦
石
津
典
秀

中
野
武
和
中
野
修

清
水
陽
中
野
正
徳

深
田
龍
介
吉
田
敏
幸

真
清

卓
爾

射
手
奉
仕
者

0
+
月

-
B

『
流
鏑
馬
神
事
』

南
北
朝
時
代
の
正
平
年
間
よ
り
の
歴
史

を
も
つ
流
鏑
馬
神
事
が
、
二
日

目
の
朝
午
前
八
時
よ
り
宮
木
貞

彦
氏
ら
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
。

射
手
が
烏
帽
子
と
直
垂
姿
に

威
儀
を
正
し
、
本
殿
で
の
命
名

式
の
後
、
神
馬
は
お
祓
い
を
受

け
、
神
門
前
に
設
け
ら
れ
た
馬

場
道
を
三
頭
が
疾
走
。
地
上
七

メ
ー
ト
ル
の
的
に
向
け
て
、
次
々

と
矢
を
射
る
と
拝
観
者
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

そ
の
年
の
豊
作
を
占
う
と
共

に
、
矢
は
災
難
消
除
の
お
守
り

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
敬
称
略
）

中
山

永
島

-
0―
-
B祭

-
『
翁
舞
』

~
二
日
祭
で
は
福
岡
市
の
喜
多
流
（
梅
津
一

ヒ
ヒ
一

~
忠
弘
氏
門
下
）
社
中
の
奉
仕
に
よ
り
、n-

ー
管
や
鼓
の
嗚
り
物
に
合
わ
せ
「
翁
舞
」
が
一

一
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
。
こ
の
舞
は
古
く
か
一

~
ら
延
命
招
福
の
御
神
徳
が
有
名
で
、
一
目
一

一
見
よ
う
と
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝
者
は
、
一

ー
風
雅
な
舞
に
し
ば
し
見
入
っ
て
い
た
。

ー
こ
の
時
に
つ
け
ら
れ
る
室
町
時
代
作
の
「
翁
~

一
面
」
は
沈
鐘
伝
説
を
も
つ
。
今
か
ら
約
五
~

i
 

0
0
年
前
の
明
応
八
年
(
-
四
九
九
）
、
｛

舞
一

俗
―

風
一

方地
一

基
~

主
i

宮
木

宮
木

木
稲

修敏光
一己広

時
の
大
宮
司
宗
像
氏
国
が
鐘
の
岬
（
現
1
1
-

宗
像
市
鐘
崎
）
の
海
中
に
沈
ん
で
い
る
大
一

鐘
を
引
き
揚
げ
よ
う
と
す
る
と
、
突
然
大
一

時
化
と
な
り
引
き
揚
げ
を
断
念
し
た
。
す
一

る
と
海
は
忽
ち
鏡
の
よ
う
に
穏
や
か
に
な
一

り
、
そ
の
し
ず
か
な
海
面
に
翁
の
面
が
浮
一

か
び
あ
が
っ
た
と
い
う
。
こ
の
面
を
龍
神
一

か
ら
授
か
っ
た
も
の
と
、
当
大
社
の
本
殿
一

に
奉
安
し
、
以
来
神
宝
と
さ
れ
て
い
る
。
~

0
+
n
1
1
1
"
 

―
―-
B祭

『
瀧
安
舞
』

大
祭
三
日
祭
で
は
地
元
玄
海
中
学
校
ニ
ー

年
生
の
女
生
徒
四
名
に
よ
る
奉
仕
で
、
浦
一

安
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で
十
二
単
を
着
装
し
、
一

ひ
お
う
ざ

檜
扇
と
鈴
を
手
に
舞
う
姿
は
、
拝
殿
に
詰
一

め
か
け
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
し
た
。
一

浦
安
舞
は
昭
和
天
皇
の
御
製
を
臭
紀
二
~

六
0
0
年
（
昭
和
十
五
年
）
奉
祝
の
際
、
一

祭
祀
舞
と
し
て
制
定
さ
れ
、
以
来
全
国
津
々
一

浦
々
の
神
社
で
舞
わ
れ
て
い
る
。
当
大
社
一

で
は
小
・
中
祭
で
は
巫
女
が
、
春
秋
大
祭
一

時
に
は
地
元
出
身
の
女
子
に
奉
納
い
た
だ
一

い
て
い
る
。

浦
安
舞
奉
仕
者
（
敬
称
略
）
一

深
田
い
つ
み
（
玄
海
中
学
校
二
年
）
一

中
野
美
和
（
）

小
林
穂
奈
実
（
）

吉
井
美
絵
（
）

" " " 

み
あ
れ
祭
は
毎
年
十
月
一
日
、
事
前
に

中
津
宮
（
大
島
）
に
お
迎
え
し
た
「
沖
津

ご
し
ん
じ

宮
御
神
璽
（
沖
ノ
島
）
」
と
「
中
津
宮
御

神
璽
を
お
乗
せ
し
た
「
御
座
船
」
二
隻
に
、

宗
像
七
浦
の
漁
船
約
四0
0
隻
が
大
船
団

を
組
ん
で
お
供
し
、
大
島
港
（
大
島
村
）

こ
う
の
み
な
と

か
ら
神
湊
港
（
宗
像
市
）
ま
で
の
玄
界
灘
を
、

約
一
時
間
か
け
て
巡
行
す
る
海
上
神
幸
。

同
港
に
到
着
さ
れ
た
沖
津
宮
・
中
津
宮

へ
つ

の
御
神
璽
を
、
辺
津
宮
（
宗
像
市
田
島
）

の
御
神
璽
が
お
出
迎
え
し
、
年
に
一
度
宗

像
三
女
神
は
再
会
す
る
。
そ

し
て
回
港
の
高
台
に
あ
る
祠

宮
」
で
の
祭
典
後
、
辺
津
宮

ま
で
陸
上
神
幸
し
、
三
日
間

に
亘
る
秋
季
大
祭
（
田
島
放

生
会
）
が
幕
を
明
け
る
。

こ
の
「
み
あ
れ
祭
」
は
、

中
世
に
行
わ
れ
て
い
た
（
長

手
神
事
）
を
昭
和
三
十
七
年

に
再
興
し
た
も
の
で
、
往
時

は
辺
津
宮
（
宗
像
市
）
と
、

ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
神
社
（
現
在
は
辺
津
宮

境
内
社
）
と
、
そ
の
本
宮
で

あ
る
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）
間

で
、
春
夏
秋
冬
の
年
四
回
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
江
戸

期
に
は
年
二
回
に
変
更
さ
れ
、

現
在
は
年
一
回
と
な
っ
て
い

る
。「

み
あ
れ
祭
」
に
お
い
て
、

j.  

＾ベ"-.
ゞ令▼ ．、. . .：笠．一―

’•-...- ¥.....  -"'-99999 --=-ｷ 
,“-, ..... - ;...o. :...』.... i：んと―` ｷ 
i lｷｷ Jｷｷ ’.--,; Lと”知 一一立多ぞ‘r~ !r;_,, 

~-. : -,.. ｷ- .. •· . ' .•••• :..,. 'ヽー 令‘¢

~_:ぷデーー 1つそゃ｀ピーニ上ーそず＂ レ—―
三ニー：：ど辛·:，．唸ご
；今 迄： 二·- £こぶ，0::..ヘー在，
心～一仁心芝‘- -、-·· ~し炉7

·戸一’て'、 I て． `- ... ~-~~_:. 

tｷ:.r":.. jょ9ぇ乞＇＜・シシー クぅょ1 ` I I.,  

"→ニー 芦二乞：··:斗....こ
と、武—·一

ｫ 

迦<·

. 
鳥一

工S`―

み
あ
れ
祭
（
御
生
れ
祭
）
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』 ぃ
§
し
ま
ひ
め
の
か
み

玄
界
灘
を
渡
り
市
杵
島
姫
神
（
辺
津
宮
）

ト
~
J
り
ひ
め
の
か
み

の
も
と
へ
お
迎
え
し
た
田
心
姫
神
（
沖
津

た
ぎ
つ
ひ
め
の
か
み

宮
）
、
淵
津
姫
神
（
中
津
宮
）
の
御
神
璽

か
ん
ぎ
よ

は
、
秋
季
大
祭
最
終
日
の
高
宮
祭
で
還
御

い
た
だ
く
。
こ
の
高
宮
斎
場
は
、
辺
津
宮

裏
の
宗
像
山
中
腹
に
鎮
座
さ
れ
る
、
我
が

国
で
も
数
少
な
い
露
天
祭
祀
を
現
在
で
も

執
り
行
っ
て
い
る
古
代
斎
場
で
、
宗
像
大

神
降
臨
の
地
と
伝
わ
る
処
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
神
事
を
「
み
あ
れ
祭
」
と

み
あ

称
す
る
の
は
、
「
神
の
御
生
れ
」
即
ち
宗

ご
し
ん
い

像
大
神
の
御
神
威
の
生
ま
れ
変
わ
り
、
一

き
き
ゅ
う

層
の
発
揚
を
祈
求
す
る
こ
と
に
よ
る
。
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表
千
家
奉
仕
献
茶
祭
斎
行

十
月
十
七
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
天
照
一
に
よ
り
行
わ
れ
、
今
回
で
四
十
一
回
目
を
一

大
神
に
初
穂
を
捧
げ
る
泉
祖
奉
斎
の
祭
り
~
迎
え
る
秋
季
恒
例
の
祭
典
と
な
っ
て
い
る
。
~

「
神
嘗
祭
」
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
る
。
こ
・
祭
典
当
日
は
、
穏
や
か
な
秋
澄
み
の
天
一

の
慶
日
に
合
わ
せ
当
大
社
で
は
表
千
家
（
不
一
候
に
恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
県
内
は
も
と
よ
ー

審
庵
）
家
元
直
々
の
奉
仕
に
よ
る
献
茶
祭
●
り
山
ロ
・
九
州
各
県
の
同
門
会
員
を
は
じ
ー

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
一
め
茶
道
に
勤
し
む
人
々
が
参
集
、
神
苑
は
一

こ
の
献
茶
祭
は
、
昭
和
三
十
七
年
当
時
・
和
服
姿
の
女
性
達
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
一

の
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
々
長
出
光
佐
―
―
―
ー
包
ま
れ
た
。

氏
の
御
尽
力
に
よ
り
実
現
、
第
十
三
代
表
一
定
刻
十
一
時
一
鼓
を
合
図
に
奉
仕
神
職
、
一

千
家
々
元
即
中
斎
千
宗
左
宗
匠
が
初
め
て
・
第
十
四
代
表
千
家
々
元
而
妙
斎
千
宗
左
宗
一

奉
仕
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
出
光
家
の
奉
納
＿
匠
以
下
介
添
の
家
元
関
係
者
、
出
光
興
産
一

株
式
会
社
名
誉
会
長
出
光
昭
｛

介
氏
、
同
門
会
関
係
者
は
祓
i

舎
に
て
修
祓
を
受
け
本
殿
ヘ
ー

参
進
、
所
定
の
座
に
着
座
し
｛

祭
典
開
始
。

斎
主
が
祝
詞
を
奏
上
、
続
i

い
て
献
茶
の
儀
が
執
り
行
わ
~

れ
た
。
千
宗
左
宗
匠
は
拝
殿
｛

に
設
け
ら
れ
た
風
炉
前
に
端
一

座
し
、
切
柄
杓
の
手
許
、
獣
一

紗
さ
ば
き
も
鮮
や
か
な
「
動
一

と
静
」
と
が
見
事
に
調
和
し
た
、
—

淀
み
な
い
清
ら
か
な
御
点
前
一

が
披
露
さ
れ
た
。
i

宗
匠
の
御
点
前
を
拝
観
し
一

よ
う
と
拝
殿
周
辺
に
詰
め
掛
―

け
た
拝
観
者
は
、
そ
の
挙
＿ 手

一
投
足
を
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
眼

差
し
で
宗
匠
の
作
法
を
見
詰
め
、
左
右
に

設
置
さ
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
の
モ
ニ
タ
ー
に

見
入
り
、
辺
り
は
咳
き
―
つ
な
い
張
り
詰

め
た
静
寂
に
包
ま
れ
た
。

や
が
て
金
の
碗
に
濃
茶
、
銀
の
碗
に
薄

茶
の
二
服
が
点
て
ら
れ
、
雅
楽
の
調
べ
が

流
れ
る
中
神
職
の
手
に
よ
り
御
神
前
に
奉

献
さ
れ
た
。

献
茶
の
儀
に
続
き
、
斎
主
、
家
元
、
出
光

昭
介
名
誉
会
長
、
同
門
会
代
表
者
が
各
々
玉

串
拝
礼
を
行
い
、
一
時
問
余
に
及
ぶ
本
年
の

献
茶
祭
も
厳
粛
裡
に
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

祭
典
後
、
参
列
者
は
儀
式
殿
に
設
け
ら

れ
た
「
出
光
副
席
」
、
斎
館
に
設
け
ら
れ

た
「
同
門
会
副
席
」
へ
参
席
、
茶
席
に
揚

げ
ら
れ
た
掛
軸
・
茶
道
具
の
逸
品
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
お
茶
を
戴
き
「
佗
．
寂
」
の

境
地
に
浸
り
、
至
幅
の
一
刻
を
楽
し
ん
だ
。

今
年
の
献
茶
祭
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
例
年
に
も
増
し
て
参
列
者
多
く
、

各
副
席
は
夕
刻
ま
で
列
を
成
し
た
。

敬虔な祈りを捧げる出光昭介名誉会長

元
来
、
お
茶
の
文
化
は
中
国
か
ら
一

伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
我
が
国
で
一

は
お
茶
を
た
だ
単
に
飲
ん
だ
り
、
喫
一

し
た
り
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
の
心
・
一

精
神
の
向
上
を
は
か
る
も
の
、
す
な
一

わ
ち
茶
の
湯
の
道
「
茶
道
」
と
し
て
一

確
立
さ
れ
た
。

じ
ゅ
こ
う

室
町
期
、
村
田
珠
光
に
よ
り
茶
道
一

じ
ょ
う
お
う

は
産
声
を
上
げ
、
竹
野
紹
鴎
を
経
て
一

千
利
休
に
到
る
。
利
休
は
禅
の
精
神
~

を
取
り
入
れ
、
簡
素
・
和
敬
静
寂
を
一

本
体
と
す
る
佗
茶
を
広
め
大
成
す
る
。
一

そ
の
後
、
利
休
の
子
孫
が
表
千
家
、
一

裏
千
家
、
武
者
小
路
千
家
の
三
家
に
一

分
か
れ
て
今
に
伝
わ
り
、
お
茶
は
「
人
一

の
心
を
映
し
出
す
美
徳
」
「
美
意
識
」
~

「
審
美
眼
」
「
人
と
の
交
流
と
心
の
i

触
れ
合
い
」
「
交
際
に
お
け
る
主
・
一

客
の
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
」
等
々
~

そ
の
様
な
和
の
心
を
『
茶
の
心
』
と
一

し
て
大
切
に
育
ん
で
来
た
日
本
固
有
~

の
文
化
迫
産
と
な
っ
て
い
る
。
一

尚
、
『
献
茶
』
と
は
神
仏
に
お
茶
一

を
捧
げ
る
行
為
を
指
し
、
風
習
の
中
~

茶
道
と
は

に
「
家
の
神
棚
」
「
祖
霊
舎
」
「
仏
壇
」

等
に
、
毎
朝
一
番
茶
を
差
し
上
げ
る

お
茶
も
同
様
で
あ
る
が
、
茶
の
道
に

携
わ
る
人
の
間
で
は
点
前
を
し
て
威

儀
を
正
し
神
社
・
仏
閣
に
献
上
す
る

儀
式
の
こ
と
を
言
う
。
ち
な
み
に
『
献

茶
』
は
御
神
前
の
場
合
で
、
御
仏
前

で
は
『
供
茶
』
と
呼
ぶ
。
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一
飛
ば
す
勢
い
で
あ
っ
た
。

i
表
彰
式
後
は
、
参
加
者
同
士
、
来
年
の

二
円
開
を
哲
い
合
い
当
大
社
を
後
に
し
た
。

開
催
さ
れ
た
。
一
各
賞
受
貸
者
は
次
の
通
り
。

当
日
は
県
内
を
中
心
に
、
一

遠
く
は
長
崎
県
佐
世
保
市
、
一
感
動
大
賞

山
口
県
下
関
市
な
ど
か
ら
全
一
長
州
青
組
（
山
口
市
）
※
二
年
連
続

三
十
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
ま
ー
準
感
動
大
賞

ず
当
大
社
御
神
苑
で
神
職
か
一
さ
せ
ぼ
飛
躍
年
隊
二

0
0
四
（
佐
世
保
市
）

ら
一
組
一
組
「
お
祓
い
」
を
~
お
ど
っ
て
ん
大
賞

受
け
た
後
、
奉
納
踊
り
を
行
ー
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ユ
ダ
ン
ス
（
宗
像
市
）

っ
た
。
そ
の
後
、
順
次
宗
像
一
宗
像
大
社
賞

市
の
赤
問
宿
場
町
跡
の
三
会
一
太
宰
府
ま
ほ
ろ
ば
衆
月
梅
（
太
宰
府
市
）

場
に
繰
り
出
し
た
。
一
宗
像
観
光
協
会
会
長
賞

午
後
二
時
ま
で
に
は
各
チ
ー
ー
ス
ト
レ
イ
キ
ャ
ッ
ツ
（
佐
賀
市
）

ム
当
大
社
に
戻
り
、
特
設
ス
テ
ー
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
組
合
長
賞

一

ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
第
一
駐
車
一
雅
楽
艶
（
下
関
市
）

¢
場
で
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
バ
ト
ル
」
一

九
月
二
十
三
日
、
今
年
で
六
回
目
を
迎
ー
が
開
始
さ
れ
た
。
原
田
宗
像
市
長
、
山
田
福
一

え
る
「
宗
像
お
ど
っ
て
ん
祭
」
が
、
午
後
一
岡
県
議
、
矢
原
宗
像
市
商
工
会
副
会
長
、
松
~

か
ら
強
い
雨
足
と
な
る
悪
天
候
の
中
に
も
一
本
玄
海
商
工
会
長
、
原
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
一

か
か
わ
ら
ず
行
わ
れ
、
神
郡
宗
像
は
熱
気
一
合
会
長
、
当
大
社
高
向
権
宮
司
ら
審
査
員
が
一

に
包
ま
れ
た
。
一
見
守
る
中
、
現
在
全
国
各
地
で
拡
が
り
を
み
~

当
大
社
を
会
場
と
し
て
は
、
昨
年
神
郡
一
せ
て
い
る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
（
高
知
市
）
」
｛

宗
像
の
総
氏
神
「
宗
像
大
社
」
に
是
非
奉
ー
や
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、
各
チ
ー
ム
元
気
一
杯
一

納
す
べ
き
で
あ
る
と
、
ま
た
参
加
者
ら
の
~
の
踊
り
を
披
露
し
た
。

広
い
会
場
で
思
い
っ
き
り
踊
り
た
い
な
ど
ー
全
チ
ー
ム
が
踊
り
終
え
た
後
、
表
彰
式
一

の
要
望
か
ら
始
ま
っ
た
。
昨
年
は
関
係
者
、
一
ま
で
の
採
点
集
計
時
間
に
は
、
こ
の
大
会
一

い
っ
さ
い
が
っ
さ
い

参
加
者
ら
に
深
い
感
銘
と
充
実
感
を
得
て
~
で
初
め
て
披
露
さ
れ
た
『
一
祭
合
祭
お
ど
一

行
え
た
こ
と
か
ら
、
本
年
も
是
非
昨
年
同
一
っ
て
ん
し
ゃ
い
』
を
参
加
者
全
員
が
、
ず
~

様
行
い
た
い
と
の
、
切
な
る
希
望
に
よ
り
一
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
踊
り
、
雨
を
吹
き
~

第
六
回

宗
像
お
ど
っ
て
ん
祭

拝
殿
で
読
経

ま
た
、
同
師
は
帰
国
後
都
に
上

る
ま
で
空
白
の
一
年
が
あ
る
が
、

そ
の
際
に
、
中
世
の
神
仏
習
合
時

に
は
当
大
社
の
神
宮
寺
で
あ
り
、

現
在
も
宗
像
三
神
の
本
地
仏
を
本

尊
と
す
る
真
言
宗
御
室
派
別
格
本

山
『
鎮
国
寺
』
を
開
創
さ
れ
た
。

当
日
午
前
九
時
に
は
、
同
会
の

一一
僧
侶
・
檀
家
ら
が
九
州
各
地
か
ら

一
続
々
と
参
集
。
同
三

0
分
、
斎
館

『
よ
り
当
大
社
神
職
を
先
頭
に
、
昇

p
 

殿
す
る
僧
侶
、
弘
法
大
師
の
木
造

ー
を
捧
持
し
た
僧
侶
が
参
進
し
た
。

九
州
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
八
十
八
]
正
式
参
拝
後
、
僧
侶
ら
が
一
斉
に
読
経
、

ヶ
所
で
構
成
さ
れ
る
『
九
州
八
十
八
ヶ
｛
植
家
ら
も
加
わ
り
、
周
囲
は
平
素
と

所
霊
場
会
』
が
開
創
二
十
周
年
を
迎
え
、
●
は
違
っ
た
荘
厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
今
年
は
弘
法
大
師
入
唐
―
二
0
0

ー
そ
の
後
、
一
行
は
大
法
要
会
場
で
あ

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
か
：
る
鎮
国
寺
へ
と
、
当
大
社
を
後
に
し
た
。

ら
、
同
師
縁
の
当
大
社
・
鎮
国
寺
で
法
｛

要
を
行
お
う
と
計
画
が
も
た
れ
、
＋
月
一

五
日
同
会
の
僧
侶
・
檀
家
約
五00
人
―

が
来
社
し
、
世
界
平
和
を
祈
っ
て
般
若
一

心
経
を
読
経
し
た
。
i

同
師
は
唐
に
渡
る
際
に
、
航
海
の
安
•

全
を
祈
っ
て
当
大
社
に
参
拝
、
帰
国
後
｛

も
す
ぐ
に
御
礼
参
拝
を
し
た
と
伝
え
ら
一

れ
て
い
る
。

真
言
宗
僧
侶

弘
法
大
師
入
唐
一
―
\
0
0年
を
記
念
し
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佐
三
は
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
一

三
月
七
日
、
東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
の
自
宅
一

で
波
瀾
に
満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た
。
満
九
十
一

五
年
七
カ
月
に
お
よ
ぶ
人
生
で
あ
っ
た
。
一

翌
日
の
新
聞
は
各
紙
と
も
、
一
面
に
本
記
、
一

社
会
面
や
経
済
面
に
評
伝
、
関
連
記
事
を
載
一

せ
た
。
「
民
族
路
線
、
気
骨
の
経
営
者
」
「
家
一

族
主
義
、
民
族
石
油
資
本
育
て
る
」
「
民
族
一

石
油
育
て
の
親
」
な
ど
、
一
般
の
経
済
人
の
一

死
亡
記
事
と
は
び
と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
扱
一

い
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
当
時
、
論
説
委
員
長
一

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
新
聞
に
「
び
と
筋
の
一

道
を
歩
き
通
す
」
と
随
し
た
評
伝
を
書
い
た
。
一

二
十
五
歳
の
と
き
創
業
し
て
以
来
七
十
年
間
、
一

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
も
航
海
を
続
け
た
船
一

が
、
紺
碧
の
海
に
白
い
航
跡
を
残
し
て
突
然
一

消
え
た
…
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
ペ
ン
を
走
ら
一

せ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一

東
京
・
芝
の
増
上
寺
で
行
わ
れ
た
葬
儀
、
一

告
別
式
に
は
、
一
万
人
を
超
す
人
び
と
が
焼
一

香
し
た
。
い
ま
は
父
母
と
同
じ
、
福
岡
県
宗
一

像
市
赤
問
の
出
光
家
の
幕
所
に
眠
っ
て
い
る
。
一

初 館出どそ
日当が光‘れ
か時協の国に
らの力企宝仙
連新し画級庄
日聞てにのの
千報実パ逸書
人道現リ品画
近にし市を‘
＜ょt~と含古
がる プめ唐
入と チて津
り ‘ ・百の
‘会 パ七焼
盛場 レ十き
況に 美四物佐三は一代で出光興産を築くとともに明治、大正、昭和、を通じ、
だは 術点な わが国の石油産業の発展に一生を捧げた。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

新
し
い
世
紀
と
出
光
①

S

紺
碧
の
海
に
白
い
航
跡
残
しS

出
光
興
産
株
式
会
社

出
光
佐
一
―

佐
三
が
人
生
を
終
わ
っ
て
か
ら
十
日
余
り
—

あ
と
の
十
九
日
、
パ
リ
の
プ
チ
・
パ
レ
美
術
一

館
で
「
永
遠
な
る
日
本
の
美
術
展
」
が
始
ま
ー

っ
た
。

展
示
は
出
光
美
術
館
所
蔵
の
宗
達
、
光
琳
ー

の
屏
風
、
歌
麿
の
美
人
画
、
雪
舟
の
山
水
画
、
一

っ
た
。
人
々
は
「
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
だ
」
[

「
美
し
い
日
本
文
化
の
深
さ
を
知
っ
た
」
な
一

ど
と
語
っ
た
。

ま
た
、
ル
・
モ
ン
ド
紙
は
「
屏
風
の
世
界
一

の
影
に
」
と
題
す
る
長
文
の
記
事
を
載
せ
、
~

こ
の
美
術
展
が
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
佐
一

三
と
の
「
幸
運
な
出
会
い
の
成
果
」
だ
と
紹
一

介
し
た
。

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
を
代
一

表
す
る
作
家
、
文
化
人
で
あ
る
。
政
界
に
も
一

か
か
わ
り
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
こ
ろ
、
一

文
化
相
な
ど
を
務
め
た
。
親
日
家
と
し
て
も
一

知
ら
れ
、
七
四
年
の
四
度
目
の
来
日
の
と
き
、
一

と
く
に
希
望
し
て
出
光
美
術
館
で
三
時
間
ほ
ー

ど
佐
三
と
会
っ
た
。

こ
の
と
き
の
対
談
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
一

佐
三
が
行
っ
た
多
く
の
対
談
の
中
で
、
こ
れ
一

ほ
ど
気
の
合
っ
た
進
行
は
め
ず
ら
し
い
。
日
~

本
と
臭
室
、
武
士
道
、
神
風
特
攻
隊
、
共
産
一

主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な
ど
、
ふ
た
り
は
長
一

年
の
心
の
友
の
よ
う
に
語
り
合
っ
た
。
一

こ
の
中
か
ら
、
ふ
た
り
の
共
通
語
と
し
て
一

•,. 

店
主

7
 

そ
の
ー

国
の
た
め

「
永
遠
の
日
本
」
が
生
ま
れ
、
七
八
年
十
一

月
に
東
京
の
出
光
美
術
館
で
「
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
ー
と
永
遠
の
日
本
展
」
が
開
催
と
な

り
、
八
一
年
三
月
の
「
永
遠
な
る
日
本
の
美

術
展
」
と
続
い
た
。
東
京
、
パ
リ
で
の
開
催

は
ふ
た
り
の
暗
黙
の
約
束
だ
っ
た
。

日
本
の
文
化
を
世
界
に
紹
介
す
る
こ
と
は
、

戦
後
ま
も
な
く
か
ら
の
佐
三
の
念
願
だ
っ
た
。

五
六
年
に
は
、
米
国
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
で
開

か
れ
た
日
本
文
化
祭
に
初
め
て
仙
庄
の
書
画

を
出
展
、
そ
の
後
も
欧
州
各
国
で
の
巡
回
展

な
ど
に
努
め
て
い
る
。

プ
チ
・
パ
レ
美
術
館
で
の
「
永
遠
な
る
日

本
の
美
術
展
」
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
流

れ
を
示
す
た
め
、
想
を
新
た
に
し
た
試
み
で

あ
り
、
九
八
年
（
平
成
十
年
）
に
は
出
光
昭

介
会
長
（
出
光
美
術
館
長
）
に
よ
っ
て
、
ロ

ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
で
同
じ
館
蔵
品
に
よ

る
「
琳
派
展
」
が
開
か
れ
て
い
る
。

九
0
年
、
昭
和
天
皇
の
御
製
集
「
お
ほ
う
な

は
ら
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
昭
和
五

十
年
代
の
章
に
、
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）

に
お
詠
み
に
な
っ
た
歌
が
あ
っ
た
。

出
光
佐
三
逝
く
三
月
七
日

び
と
よ
つ
ら
ぬ
き

尽
く
し
た
る

き
み
ま
た
去
り
ぬ

さ
ぴ
し
と
思
ふ

佐
三
は
泉
下
で
、
こ
の
歌
を
ど
う
受
け
と

め
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
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十
一
月
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
国
民
一

文
化
祭
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
一

文
化
の
国
体
と
い
っ
た
ら
分
か
り
や
す
一

い
。
第
十
九
回
が
本
県
、
次
の
二
0
回
は
一

福
井
県
、
一
―
―
回
が
山
口
県
と
つ
づ
く
。
一

一
年
前
か
ら
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
一

が
、
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
と
一

う
と
う
は
じ
ま
っ
た
。
一

古
賀
市
が
「
風
と
潮
の
ロ
ー
マ
ン
ス
」
一

を
テ
ー
マ
に
漂
着
物
を
と
り
あ
げ
た
。
三
一

0
日
に
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
（
海
岸
の
漂
一

着
物
採
集
）
か
ら
、
古
賀
市
中
央
公
民
館
一

で
十
一
月
六
日
空
海
は
広
い
な
大
き
な
“
で
一

均
錢
3
n


乞
ー
逗
i
、

1
五
i
i
i
`
―

3.5"

t•-— 

る゜
{— 

]
 シ__ セ

ー
＂
ノ

メ
―

の
一

ヘ鮮
―

朝
一

t
ｭ
J
-

ら
一

カ
ー国
一

韓
一

温I 叩諏

甘卦正弄7} 昔せ三1唱吾習

吾を社母芍l 吾晉0l

吋司せ晉全委0}

せ冴唱叶叶 S

（続）

公
＃

へ
｀
•
ー
、

ヽ

い
し
い
た
だ
し
一

汀□氏
色

川
健
一
氏
の
講
演
”
黒
潮
に
寄
り
来
る
も
一

の
“
と
三
人
の
講
師
に
よ
る
漂
着
ビ
ン
、
ニ
ー

0
0
0
年
前
の
ヤ
シ
笛
、
て
つ
は
う
に
つ
一

い
て
語
っ
て
も
ら
う
。
~

宗
像
市
は
一0
月
―
―
―
―
日
に
ユ
リ
ッ
ク
~

ス
で
s
h
a
l
l
w
e
ダ
ン
ス
、
十
三
ー
十
四
日
が
一

子
供
演
劇
祭
、
十
四
日
は
”
全
国
大
道
芸
ま
一

つ
り
“
で
あ
る
。
大
島
村
は
十
一
月
三
日
に
一

大
島
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
「
神
郡
宗
一

像
を
探
る
」
と
し
て
、
菅
田
正
昭
氏
の
記
一

念
講
演
、
つ
づ
い
て
宗
像
大
社
高
向
正
秀
一

権
宮
司
と
菅
田
正
昭
氏
と
の
討
論
会
と
な
一

っ
て
い
る
。
福
間
町
は
”
ふ
く
ま
演
芸
ま
つ
一

り
“
で
十
三
日S
十
四
日
に
わ
た
っ
て
幅
問
一

町
公
民
館
で
”
落
語
で
笑
っ
て
奇
術
で
び
つ
一

く
り
“
°
津
屋
崎
町
は
十
一
月
一
日

S

三
日
一

ま
で
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
「
伝
統
文
化
と
一

ロ
マ
ン
の
祭
典
」
が
行
わ
れ
て
十
二
日
か
一

ら
は
日
本
海
ガ
メ
学
会
が
行
わ
れ
る
。
来
一

年
は
幅
間
と
津
屋
崎
、
宗
像
市
と
大
島
が
一

合
併
す
る
の
で
、
最
後
の
大
事
業
と
な
る
。
一

さ
て
古
賀
の
漂
着
物
展
示
で
、
新
潟
県
の
一

陶
山
修
氏
か
ら
出
品
し
て
も
ら
っ
た
も
の
に
、
一

二
六
年
間
漂
流
し
て
い
た
瓶
が
あ
る
。
一

188 

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
メ

キ
シ
コ
の
ア
カ
プ
ル
コ
に
向
か
う
客
船
か

ら
シ
ャ
ン
ペ
ン
瓶
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
、
他
に
絵
ハ
ガ
キ
、
一
九
六

九
年
一
月
七
日
付
の
船
内
新
聞
が
入
っ
て

い
た
。
当
時
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
で
、
記
事

に
も
戦
争
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
寒
流
か
ら
北
赤
道
海
流

に
の
り
、
更
に
黒
潮
か
ら
対
馬
海
流
に
流

れ
て
、
新
潟
県
四
浦
巻
町
四
ツ
郷
屋
浜
に

漂
着
し
た
も
の
で
、
投
瓶
か
ら
二
六
年
ど

こ
を
ど
う
さ
迷
っ
て
い
た
の
か
、
た
だ
た

だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
、
韓
国
が
北
朝
鮮
に
む
け

て
流
し
て
い
た
海
漂
器
（
海
か
ら
容
器
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
流
す
も
の
で
、
か

つ
て
台
湾
が
中
国
大
陸
に
む
け
て
行
っ
て

い
た
）
。
十
五
セ
ン
チ
前
後
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
容
器
に
缶
詰
一
個
と
宣
伝
ビ
ラ

が
三
枚
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ラ
の
表
に
は
タ
ン
カ
ー
に
満
載
さ
れ

た
コ
ン
テ
ナ
の
写
真
”
五
太
陽
、
六
大
州
を

め
ぐ
り
、
一
七
五
ケ
国
に
輸
出
す
る
大
韓

民
国
、
赤
の
文
字
で
南
北
交
流
が
実
現
す

れ
ば
、
品
質
の
良
い
韓
国
製
品
が
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
と
ど
く
で
し
ょ
う
“
と
あ
る
。

裏
は
”
世
界
第
十
二
位
経
済
大
国
に
成
長
し

た
大
韓
民
国
“
（
電
子
、
自
動
車
、
造
船
）

の
生
産
中
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

他
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
入
っ
た
も
の
も

あ
る
。
一
見
の
価
値
あ
る
展
示
。

今
年
も
秋
の
交
通
安
全
県
民
連
動
（
九
一

月
二
十
一
入
二
十
日
）
で
、
当
地
宗
像
一

で
も
九
月
二
十
五
日
午
後
三
時
よ
り
、
一

宗
像
市
三
郎
丸
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一

を
行
っ
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
天
候
に
一

恵
ま
れ
、
当
大
社
か
ら
は
神
職
・
巫
女
一

が
出
向
。
宗
像
警
察
署
、
宗
像
交
通
安
一

全
協
会
や
、
市
・
郡
内
諸
関
係
団
体
の
一

皆
様
と
一
緒
に
約
四
十
人
が
参
加
し
た
。
~

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
先
立
ち
、
宗
像
警
~ こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
少
し
で
も

交
通
事
故
の
防
止
・
解
消
に
役
立
つ

こ
と
を
切
に
願
う
。

安
全
キ
ャ
ン
。

察
署
中
垣
交
通
課
長

が
挨
拶
、
今
回
の
重

点
項
目
に
「
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
止

、
「
シ
ー

し
よ
う
」

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

息
し
っ
」
、
「
交

差
点
の
事
故
を
防
止

し
よ
う
」
の
三
点
を

あ
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
訴
え
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
。

一
時
間
に
わ
た
る

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
り
感
心
し
た
。

し
か
し
今
年
の
宗
像
警
察
署
管
轄
域

に
お
け
る
交
通
事
故
死
亡
者
は
す
で

に
十
三
人
と
、
昨
年
の
こ
の
時
期
の

十
一
人
に
対
し
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
内
六
名
が
お
年
寄
り
で
、
高
齢
者

を
事
故
か
ら
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

秋
の
交
．

ー
ン
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田 曲 池
田
森
龍
子

台
風
に
引
き
裂
か
れ
た
る
枝
先
に
収
穫
前
の
栗
の
実
重
し

（
評
）
台
風
の
激
し
さ
と
そ
れ
に
耐
え
た
栗
へ
の
気
持
が
、
「
栗
の
実
用
し
」
に
表
わ
れ
て
い
る
。

岡

光
佐
藤
純
一

向
日
葵
は
錦
を
ま
と
う
鯉
に
似
る
陽
の
び
か
り
あ
び
日
輪
を
追
う

評
）
結
句
は
平
凡
だ
が
、
向
日
葵
の
美
し
さ
を
鯉
の
よ
う
だ
と
し
た
表
現
は
お
手
柄
。

学

羽
則
正

高
山
の
I
B
き
市
街
に
鉄
線
の
あ
ざ
や
か
な
花
家
f
J
と
並
ぶ

評
）
家
ご
と
に
咲
く
鉄
線
に
心
な
こ
ん
だ
旅
人
で
あ
る
。

鐘
崎
安
永
久
子

足
埠
か
け
女
庭
師
は
手
際
よ
し
蚊
取
線
香
腰
に
吊
し
て

（
評
）
プ
ロ
の
庭
師
も
蚊
に
は
か
な
わ
な
い
。
一
種
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。

田
熊
有
田
ゆ
り
子

台
風
の
来
る
た
び
雨
戸
に
板
打
つ
は
吾
が
家
の
み
な
り
古
家
い
と
ほ
し

（
評
）
古
い
か
ら
こ
そ
愛
着
が
あ
る
の
だ
。
板
を
打
ち
付
け
台
風
か
ら
守
る
作
者
の
姿
が
見
え
る
。

向

王
丸
小
方
玲
子

う
ろ
こ
雲
な
が
れ
る
空
を
見
上
げ
つ
つ
祖
の
霊
送
り
の
野
の
踏
を
ゆ
く

評
）
旧
盆
の
霊
送
り
で
あ
ろ
う
。
美
し
い
う
ろ
こ
雲
は
ま
た
祖
先
の
孟
で
も
あ
る
。

天
野
玲
子

電
車
待
っ
間
を
一
せ
い
に
学
生
ら
ケ
イ
ク
イ
竜
話
取
り
出
し
て
い
る

（
評
）
ケ
イ
タ
イ
は
学
生
達
の
必
需
品
で
あ
る
。
何
を
話
し
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
が
。

間

本
小木

野
甲
子

明
日
は
く
る
台
風
知
ら
ず
沖
の
田
の
稲
穂
は
首
を
垂
れ
て
抽
れ
ゐ
る

（
評
）
収
穫
前
の
稲
穂
を
擬
人
化
し
て
台
風
の
被
害
を
案
じ
て
い
る
作
者
。

福
池
浦
千
鶴
子

逆
上
が
り
出
来
ぬ
児
ら
し
も
三
人
の
賑
や
か
な
声
畑
ま
で
届
く

（
評
）
逆
上
が
り
の
練
習
に
励
む
児
ら
に
作
者
は
昔
の
己
を
重
ね
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
五
一
九
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

逃
者
詠

r.J
 

Fi
 

間

美
由
紀

日
の
里
石
松
弘
次

難
聰
と
学
無
き
身
に
も
限
揚
に
君
は
畑
打
つ
八
十
五
歳

（
評
）
．
J
C
氣
に
畑
を
打
つ
八
卜
几
歳
の
人
の
持
つ
脱
史
に
作
者
の
昨
敬
の
念
が
こ
め
ら
れ
た

屈
揚
」
で
あ
る
。

津
屎
崎
佐
々
木
和
彦

水
草
の
投
ふ
池
へ
と
流
れ
込
む
水
の
音
す
る
葛
顛
が
く
れ
に

（
評
）
山
の
辺
の
風
以
だ
ろ
う
。
一
服
の
泊
涼
／
心
の
あ
る
歌
。

I
I
I
野
森
つ
る
の

八
十
七
の
吾
が
目
探
と
言
ふ
弟
妹
勇
気
づ
け
ら
れ
歌
詠
み
ゆ
か
む

（
評
）
親
族
の
咋
敬
を
一
身
に
集
め
て
い
る
作
者
で
あ
ろ
う
。
こ
健
詠
を
祈
る
。

八
幡
伊
豆
統
一
郎

飾
ら
れ
し
月
見
団
子
の
表
に
は
兎
の
耳
目
描
か
れ
て
あ
り

評
）
も
て
な
す
側
の
心
邸
氣
が
感
じ
ら
れ
る
）
見
団
子
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
行
く
月
見
で
あ
っ

た
ろ
う
。
羨
し
い
氣
が
す
る
。

日
の
里

大
和

台
風
に
薙
ぎ
倒
さ
れ
し
び
ま
わ
り
を
え
ん
や
え
ん
や
と
起
し
て
回
る

（
評
）
こ
ち
ら
は
作
者
日
身
の
心
邸
氣
が
収
心
じ
ら
る
「
え
ん
や
え
ん
や
」
で
あ
る
。
血
自
い
歌
。

朝
野
藤
井
浩
子

船
酔
び
に
苦
し
め
ら
れ
し
隠
岐
こ
こ
に
樹
令
一
王
＇
年
の
杉
を
見
上
げ
る

（
評
）
日
本
歴
史
上
か
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
島
閲
岐
の
樹
令
二
千
年
の
杉
を
見
上
げ
た
作
者

の
胸
中
に
往
米
し
た
も
の
は
な
ん
で
あ
っ
た
ら
う
か
。

大
井
水
原
房
子

暇
を
か
け
夫
の
描
き
ゆ
く
大
恨
種
蟻
の
寄
り
来
て
引
づ
り
て
を
り

（
評
）
四
、
万
句
に
は
作
者
の
優
し
い
日
洸
し
が
こ
も
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
い
い
。

福
香
月
照
子

う
す
べ
に
の
ふ
よ
う
の
花
に
降
る
雨
は
夏
の
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ
る

（
評
）
牡
か
っ
た
今
年
の
口
冬
も
や
っ
と
終
っ
た
安
堵
磁
が
あ
る
一
苗
。

大
杉
田
閲
子

朝
ま
だ
き
島
に
渡
船
連
航
の
知
ら
せ
が
び
び
く
台
風
去
り
た
り

詞
）
台
風
も
ム
り
、
や
っ
と
活
氣
を
取
り
仄
し
た
島
の
朝
の
雰
叫
氣
が
一
肖
か
ら
立
ち
屏
っ
て
く
る
。

ス
カ
ー
ト
を
風
に
め
く
ら
れ
曝
し
た
る
太
腿
白
し
太
腿
菩
薩

.. 

心
輝
死
過
労
死
す
る
な
く
迪
り
つ
き
し
八
十
歳
な
り
大
切
に
せ
む

光
岡
井
上

か
げ
ろ
う

四
炎
に
数
台
の
貨
車
燃
え
る
こ
と

光
岡
白
土

虫
の
音
に
心
も
は
ず
む
吾
身
か
な

日
の
里
花
田
い
つ
枝

行
合
び
の
空
や
宮
居
の
松
手
入
れ

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

秋
深
み
潮
路
遥
か
に
燕
翔
つ吉

田
杏
子

浜
の
砂
白
く
乾
き
て
夏
果
て
る

三
浦
美
千
代

月
喝
し
あ
か
ず
眺
め
て
静
か
な
夜

田
中

編
E

綾
国
』
報
し
←

□履
〖

っ
と
、
も
う
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
真
っ

白
か
ら
の
制
作
の
た
め
、
や
り
た
い
よ

う
に
や
れ
る
半
面
、
仕
上
が
ら
な
い
・
校

了
し
な
い
焦
り
を
何
度
も
経
験
し
ま
し

た
。
一
年
経
て
ば
前
例
を
参
考
に
、
レ
イ

ア
ウ
ト
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
な
っ
て
、
さ

ら
に
紙
面
の
充
実
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が

出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
▼
編
集
社
（
ジ

ー
エ
ー
タ
ッ
プ
）
の
担
当
者
と
も
段
々

息
が
合
っ
て
き
て
い
る
の
を
最
近
感
じ

ま
す
。
編
集
者
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
二
名

お
り
ま
し
て
、
二
人
と
も
二
十
代
前
半

の
女
性
で
す
。
小
生
も
一
応
ま
だ
二
十

代
で
す
の
で
、
若
い
パ
ワ
ー
で
し
ば
ら

く
発
行
し
て
参
り
ま
す
▼
今
後
共
御
愛

読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
M
.
o
)

木
原
房
子

恙
な
く
あ
る
倖
せ
や
秋
意
満
つ

雨
に
影
杭
と
蜻
蛉
町
遠
し

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
四
）

雨
葉

凌 崩
治
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